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                  有田町立有田小学校 校長 松尾 寛  

 

ちゅうリップさん、すばらしい劇をありがとうございました 
 先週の連休明けの火曜日、朝の時間に読み聞かせボランティアのちゅうリップさんが、今年度の最

後に音読劇を発表して頂きました。題名は『ふくろうのそめものや』で、ふくろうが色々な鳥を壺の

中できれいな色に変えていきました。にわとりはとさかを赤色に、カナリアは黄色、ウグイスは黄緑

色に、鶴は頭を少しだけ赤色に、孔雀は羽を鮮やかな青色に。最初は真っ白だったカラスは、誰が見

ても分かる、この世に２つとない色に染めるよう、ふくろうに頼みました。壺の中で色々な色を混ぜ、

出てきたカラスは真っ黒になってしまいました。黒色が気に入らないカラスはふくろうを追いかけま

した。それ以来、ふくろうは夜しか外に出ず、カラスと会わなくてすんでいるという話です。 

 それぞれの衣装や小道具、ナレーション、ＢＧＭが手づくりで改良と練習を重ねて、本番では子ど

も達を楽しませて頂きました。ちゅうリップさん、ありがとうございました。すばらしかったです。 

昨年に引き続き、今回の発表は、私が校長としてめざしている、地域とともに歩む有田小学校の姿の

一つです。有田っ子のために、大人が本気になる思いや願いこそ、地域の教育力の源です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雛壇 のれん飾り 

にわとり、鶴、ウグイス、カナリヤを、それぞれ素敵な色に染めていくふくろうを子ども達は楽しそうに観ていました。 

くじゃくの色鮮やかな姿に、白色だったカラスが、この世に２つと無い色に染めてほしいと言ったら真っ黒になりました。 

役者だけでなく、ナレーター、ＢＧＭ、衣装係、カメラマン等々、総勢１３名の方々に、６年生が代表でお礼を伝えました。 



６年生の卒業に向け、制作や交流が進んでいます！ 

 前号でお知らせした、卒業制作の壁画が完成に近づいています。運動場西側のコンクリート壁に１

７名の卒業生が描いた、四季折々のきれいな絵がお目見えしました。６年生の皆さん、運動場で遊ぶ

下級生が楽しくなる、すてきな絵を描いてくれて、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防犯ふれあい隊の方々と、グランドゴルフをしました  

 卒業を前にした６年生と、入学以来、子ども達の安全な登下校を見守っていただいた防犯ふれあい

隊の方々がグランドゴルフをして、これまでのお礼を兼ねて交流しました。旧校舎跡地に、コースを

設定し道具も準備して頂きました。最後に、６年生からのお礼のことばを伝えて終わりました。子ど

も達は、「グランドゴルフ、楽しかった！」と言って教室に戻っていました。ふれあい隊の方々、６

年間、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生、１７名の子ども達が、春夏秋冬の様子を描きました。とても綺麗に上手にできあがりました。 

３名の防犯ふれあい隊の方々と６年生は、旧校舎跡地で６年生はグランドゴルフを楽しむことができました。 

寒い中、準備から後片付けまでお世話になり、ありがとうございました。 

 


